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コ
ン
ビ
ニ
業
界
の
動
向

サンクス・サークルKと経営統合し、業界2位となったファミリーマート

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
日
本
1
号
店
が
登

場
し
た
の
は
1
9
7
4
年
で
す
。
当
時
高

校
生
だ
っ
た
私
は
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の

C
M
を
み
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
は〝
開
い
て
て
よ
か
っ
た
〜
〞。

「
朝
7
時
か
ら
夜
11
時
ま
で
営
業
し
て
い

る
ん
だ
、
す
ご
い
な
あ
。」
と
思
い
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
42
年
経
っ
た
現
在
の
コ
ン
ビ
ニ

の
国
内
店
舗
数
は
、
5
万
2
千
店
を
超
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
　

飽
和
市
場
下
で
競
争
は
激
化
し
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
が
進
む
な
か
、
各
社

の
出
店
意
欲
は
衰
え
ま
せ
ん
。
出
店
先
は
繁

華
街
、
駅
ナ
カ
、
ホ
テ
ル
、
さ
ら
に
は
学
校
、

病
院
、
郵
便
局
内
と
、
隙
あ
ら
ば
次
々
に
広

げ
て
き
ま
し
た
。
商
圏
も
変
化
し
、
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
内
な
ら
、
立
体
商
圏
と
時
間
帯
別
の

商
圏
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
　

業
界
も
慌
た
だ
し
く
動
い
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
の
セ
ブ
ン
の
店
舗
数
は
1
万
8
千

店
、
2
位
の
ロ
ー
ソ
ン
が
1
万
2
千
店
、
3

位
の
フ
ァ
ミ
マ
が
1
万
1
千
店
、
今
年
フ
ァ

ミ
マ
と
サ
ン
ク
ス
が
統
合
さ
れ
ロ
ー
ソ
ン

を
抜
い
て
セ
ブ
ン
に
迫
る
勢
い
。
ロ
ー
ソ

ン
も
ス
リ
ー
エ
フ
を
傘
下
に
収
め
上
位
3

強
の
寡
占
化
が
さ
ら
に
進
み
そ
う
で
す
。

ま
た
、
店
長
・
従
業
員
の
過
酷
な
労
働
条

件
、
廃
棄
食
品
な
ど
コ
ン
ビ
ニ
を
め
ぐ
る
諸

問
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
オ
ム
ニ
チ
ャ

ネ
ル
の
拠
点
に
な
る
な
ど
種
々
の
サ
ー
ビ

ス
を
次
々
に
開
発
し
、
コ
ン
ビ
ニ
は
こ
れ
か

ら
も
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い

イ
ン
フ
ラ
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

経
営
学
部

竹
内 

慶
司
教
授

TAKACHIHO
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人間科学部　児童教育専攻　3年
山梨県立桂高等学校出身
松丸修三ゼミ、高千穂祭本部

小栗  宙

人間科学部　人間科学専攻　2年
東京都立瑞穂農芸高等学校出身
迫ゼミ、高千穂祭本部

倉本 優佳

経営学部　企業経営コース　2年
新潟県立羽茂高等学校出身
小林ゼミ、ゼミナール連合本部、排球部

木元 宏哉
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Part 01

Part 02

Part 03

高千穂祭

ゼミナール発表会

インター大会
秋学期も始まり、いよいよ大学生活も折り返しへ。
ゼミや部活・サークルなどの活動も本格化し、

そして大学の大きなイベントも予定されています。
それぞれの目標に向かって活動する在学生や団体をご紹介します。

 3大イ
ベントに向けて頑張ります！



高
千
穂
祭

第51回

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
興

奮
さ
め
や
ら
な
い
中
、
い
よ
い
よ
高
千
穂
大

学
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
高
千
穂
祭
の
時

期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
第
50
回

と
い
う
節
目
の
年
を
終
え
、
今
年
は
第
51
回

目
を
迎
え
ま
す
。
私
た
ち
実
行
委
員
会
は
第

50
回
を
終
え
た
日
か
ら
、
第
51
回
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
テ
ー

マ
は
51
回
目
を
新
た
な
始
ま
り
と
す
る
私
た

ち
の
気
合
を
込
め
「
51

　S
T
A
R
T
」と
掲

げ
ま
し
た
。
暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
、
徐
々

に
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
高
千
穂
祭

で
は
最
高
に
熱
く
な
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
と
し
て
、
毎
年
賑
わ
う
模
擬
店
ス
ペ
ー
ス
、

熱
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

L
I
V
E
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
来
場
者
の

方
々
に
は
〝
熱
さ
〞を
身
を
持
っ
て
感
じ
て
い

た
だ
け
る
の
で
、
ぜ
ひ
高
千
穂
祭
に
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
輝
か
し
い
思
い
出

に
な
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
！ 

実
行
委

員
一
同
、お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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リオの次は

高千穂だ！

昨
年
節
目
の
50
回
を

開
催
し
た
高
千
穂
祭
。

今
年
は
新
た
な
１
歩
を

踏
み
出
し
ま
す
。

（
土
信
田 

委
員
長
）

経営学部　企業経営コース　3年
埼玉県立浦和商業高等学校出身
小林ゼミ、高千穂祭本部

浦田 照明

商学部　マーケティングコース　3年
東京都私立中央学院大学中央高等学校出身
新津ゼミ、学友会本部、高千穂祭本部

土信田  幸太

人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都立練馬高等学校出身
迫ゼミ、学友会本部、高千穂祭本部

加藤 里美

大盛況に終わった、昨年の第50回高
千穂祭。この50年間開催されてきた
学園祭の歴史を、実行委員会は受け
継いできている。次なる50年に向け
て、今年その第1歩を踏み出します。

副委員長

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た

　

高
千
穂
祭
を
体
感
く
だ
さ
い
！

委員長副委員長

楽
し
い
高
千
穂
祭

　

ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
！

実
行
委
員
一
同
の
努
力
の
結
晶
を

　

高
千
穂
祭
で
発
揮
し
ま
す
！



Program

1号館
1102教室 ミスコン

１号館
3階 実験教室

タカチホホール

グラウンド フットサル高千穂カップ

セントラル
1階 メモリーアート

4.5号館付近 えんにち　

本部 スタンプラリー・模擬店ランキング

体育館

メインストリート

1号館
1102教室

ビンゴ大会 フィナーレ

１号館
3階 実験教室

タカチホホール

グラウンド 移動動物園

セントラル
1階 メモリーアート・ビューティー体験

4.5号館付近 えんにち　

本部 スタンプラリー（～ 15：00）・模擬店ランキング（～ 15：00）

体育館 トークショー ステージパフォーマンス

メインストリート フィッシュセラピー

1号館
1102教室 ビンゴ大会

１号館
3階 実験教室

タカチホホール 音三LIVE

グラウンド ふわふわスポーツ

セントラル
1階 メモリーアート・ビューティー体験

4.5号館付近 えんにち　

本部 スタンプラリー・模擬店ランキング

体育館 コン
サート

メインストリート

9：30 12：3011：00 14：00 16：3010：00 13：00 15：3011：30 14：30 17：0010：30 13：30 16：0012：00 15：00 17：30 18：00

9：30 12：3011：00 14：00 16：3010：00 13：00 15：3011：30 14：30 17：0010：30 13：30 16：0012：00 15：00 17：30 18：00

9：30 12：3011：00 14：00 16：3010：00 13：00 15：3011：30 14：30 17：0010：30 13：30 16：0012：00 15：00 17：30 18：00 20：00

10/21

10/22

10/23

【Fri.】

【Sat.】

【Sun.】

※最新のスケジュールはパンフレットまたはホームページ（www.takachiho.ac.jp/gakusai）をご覧ください。
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商学部　マーケティングコース　3年
山形県立南陽高等学校出身
新津ゼミ、学友会本部、高千穂祭本部

相澤 祐一郎 秘

秘

商学部　金融コース　3年
東京都私立中央学院大学中央高等学校出身
楠美ゼミ、高千穂祭本部

森本  瞭

商学部　マーケティングコース　3年
神奈川県私立横浜商科大学高等学校出身
新津ゼミ、高千穂祭本部

長山 水久

1st day

2nd day

3rd day

お祭りムード全開！
模擬店行くしか
ない！

今年のコンサート
LIVEは熱い！？
タオル必携！

企画がモリモリ！
ビンゴ大会にミスコン
是非来てね！

第51回 高千穂祭プログラム

高千穂祭Part 01

高千穂祭は模擬店、コンサート、トークショーなど企画が盛りだくさん。
みなさん、今年はどのプログラムを見に行きますか？



Schedule

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
表
会
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ゼミナ
ール連

合本部
役員が

一丸と
なって

創り出
す

ゼミナ
ール発

表会と
いう場

。

皆さん
全力で

力を

出し切
ってく

ださい
。

発表班
が良い

発表を

できる
よう、

私たち
も全力

を

尽くし
ます。

今
年
も
49
の
ゼ
ミ
か
ら
、

1
0
2
パ
ー
ト
が
発
表
し
ま
す
。

社
会
科
学
研
究
の
最
先
端
が
、

こ
の
高
千
穂
大
学
か
ら
発
信
さ
れ
ま
す
。

Part 02

経営学部　企業経営コース　3年
国立東京大学教育学部附属中等教育学校出身
黒川ゼミ、学友会本部、ゼミナール連合本部、
バドミントン愛好会

菅野谷  颯太

商学部　金融コース　3年
埼玉県川口市立川口総合高等学校出身
楠美ゼミ、ゼミナール連合本部、
バドミントン愛好会

礒部 広己

ゼミナール
連合本部
委員長から

ゼミナール
副委員長から

　
今
年
も
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
表
会
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
多
く
の
学
生
が
発
表
の
準
備
に

取
り
掛
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
よ
り
良

い
発
表
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
ゼ
ミ
連
は

皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
発
表
会
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
礒
部 

副
委
員
長
）

　
今
年
度
は
新
し
く
で
き
た
1
号
館
を
会
場

と
す
る
発
表
会
の
2
年
目
と
な
り
ま
す
。
昨

年
度
の
反
省
点
を
フ
ル
に
活
か
し
、
よ
り
良

い
発
表
環
境
を
ゼ
ミ
生
の
皆
様
に
提
供
で
き

る
よ
う
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
発
表
会
の

裏
方
〝
ゼ
ミ
連
〞の
活
躍
に
も
、
ぜ
ひ
ご
注
目

く
だ
さ
い
！

　
　
　      

（
菅
野
谷 

委
員
長
）

人間科学部　人間科学専攻　2年
神奈川県立麻生高等学校出身
小向ゼミ、ゼミナール連合本部

嘉藤  孟

発表会開始！
開会式後の
ウメトピア班が
オススメ！

商学部　金融コース　2年
東京都立府中高等学校出身
楠美ゼミ、ゼミナール連合本部、美術部

進藤 まどか

商学部　マーケティングコース　2年
東京都立葛飾商業高等学校出身
庄司ゼミ、ゼミナール連合本部

河村 颯真

経営学部　企業経営コース　2年
東京都立松原高等学校出身
黒川ゼミ、ゼミナール連合本部

佐藤 翔太

発表内容の濃い
ゼミが連日、目白押し！

どの発表も
面白そう！

竹内慶司ゼミの
発表は毎年内容が
面白く、発表方法が
手本になるので期待。

発表会最終日。
立石ゼミの身近な
都市伝説研究班が
とても気になる！

経営学部　企業経営コース　2年
千葉県立八千代東高等学校出身
小林ゼミ、ゼミナール連合本部

阿久澤  匠

プレゼン
コンテスト開催日！
プレコン参加班に
是非注目！



11/7

11/9

11/11

11/8

11/10

【Mon.】

【Wed.】

【Fri.】

【Tue.】

【Thu.】
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1st day

3rd day

5th  day

2nd day

4th  day

ゼミナール発表会スケジュール

※　　部分はプレゼンコンテスト班の発表です。
※商学部と経営学部のプレゼンコンテストは合同での開催となります。1101教室が商学部・経営学部、1102教室が人間科学部のプレゼンコンテスト使用教室です。
※開会式後の発表者及び講評講師、講評ゼミ、聴講者は9:25からの開会式に出席していただきます。また、閉会式前の発表者及び講評講師、講評ゼミ、聴講者は15:15からの閉会式に出席していただきます。
※最新のスケジュールはゼミ発表会プログラムまたはホームページ（www.takachiho.ac.jp/zemiren）をご覧ください。

ゼミナール発表会Part 02

1101 開会式
【西山第一】
ウメトピア班

【西山第一】
ズラ班

【西山第一】
ムロツヨシ班

昼
休
み

【小林第一】
B班

【菊池第一】
自動販売機班

【小林第一】
C班

【菅野第一】
菅野班

1102
【藤井第一】
A班

【成田第二】
BSC班

【竹内慶司第一】
ソーシャル
ゲーム班

【西山第二】
かにこ班

【西山第二】
女帝と楽しい
子分たち班

【西山第二】
よぉ～班

【鈴木隆弘第一】
鈴木隆弘
第2班

1201
【五野井第一】

A班
【笹金第一】

3班
【藤芳第一】
北陸新幹線班

【菊池第一】
チンギス班

【嘉瀬第一】
物流班

【嘉瀬第一】
観光班

【嘉瀬第一】
交通班

1101
【河合第一】
A班

【桃崎第一】
桃崎ゼミC班

【桃崎第一】
桃崎ゼミA班

【小林第一】
D班

昼
休
み

【笹金第一】
第1班

【小林第一】
A班

1102
【齋藤第一】
演劇班

【染谷第一】
殺意の問題班

【齋藤第一】
BIB班

【迫第一】
保育班

【迫第一】
障害班

【新津第一】
野球部2班

【新津第一】
野球部1班

1201
【倉茂第一】
A班

【田口第一】
田口班

【新津第一】
1班

【松谷第一】
CM班

【笹金第一】
2班

1101
【柴田第一】
大きな株班

【成田第二】
意思決定班

【成田第一】
成田ゼミ
2年生班

【新津第一】
鳥貴族班

昼
休
み

【新津第一】
5班

【小向第一】
MCの

ユーモア班

【小向第一】
トロンプルイユ班

【鈴木隆弘第一】
鈴木隆弘ゼミ
第一班

1102
【藤芳第一】
4年生班

【楠美第一】
A班

【永戸第二】
ビッグデータ班

【永井第一】
1班

【小林第一】
E班

【新津第一】
3班

【石井第一】
石井班

【楠美第一】
S班

1201
【長谷川第一】
翔べ未来へ！
ボランティア班

【高田第一】
高田第一ゼミ班

【楠美第一】
AI班

【桃崎第一】
桃崎ゼミD班

【竹内慶司第一】
ビール班

【新津第一】
2班

1101
【迫第一】
社会福祉班

【舟木第一】
舟木班

【竹内慶司第一】
まねきねこ班

昼
休
み

【高田第一】
高田三年班

【園田第一】
ヨッチ班

【新井第一】
スポーツ班

【大島第一】
老舗班

1102
【河合第二】
協働プラザ班

【迫第一】
社会保障班

【黒川第一】
A班

【永井第一】
2班

【竹内慶司第一】
ユニクロ班

【黒川第一】
B班

【松丸修三第二】
まいにち
修三！班

【岡田泰介第一】
A班

1201
【黒川第一】
C班

【恩藏第一】
地震保険班

【川名第一】
イノベーション班

【川名第一】
コマ対戦班

【川名第一】
市場創造班

【迫第一】
労働班

【川名第一】
事業承継班

【藤田第一】
起業班

1101
【立石】

身近な都市伝説
研究班

【佐藤】
A班

【川﨑第一】
メガネ三兄弟班

昼
休
み

【木村第一】
芝沢班

【後藤第一】
A班

【降簱第一】
分析班

閉会式

1102
【庄司第一】
ミドリムシ班

【庄司第一】
動物園班

【庄司第一】
ともだちの日班

【河合第一】
マイナンバー班

【松崎第二】
B班

【竹内慶司第一】
ドンキホーテ班

1201
【竹内慶司第一】
セブンイレブン班

【松崎第一】
A班

【木村第一】
遊具班

【安本第一】
K班

【吉原第一】
家族生活班

【桃崎第一】
桃崎ゼミB班

9：25～

9：00～9：35

9：00～9：35

9：00～9：35

9：00～9：35

9：50～10：25

9：50～10：25

9：50～10：25

9：50～10：25

9：50～10：25

11：30～12：05

11：30～12：05

11：30～12：05

11：30～12：05

11：30～12：05

13：00～13：35

13：00～13：35

13：00～13：35

13：00～13：35

13：00～13：35

13：50～14：25

13：50～14：25

13：50～14：25

13：50～14：25

13：50～14：25

14：40～15：15

14：40～15：15

14：40～15：15

14：40～15：15

14：40～15：15

15：30～16：05

15：30～16：05

15：30～16：05

15：30～16：05

15：15～

10：40～11：15

10：40～11：15

10：40～11：15

10：40～11：15

10：40～11：15



昨年の経験を生かし、準備を
しっかりして、いい結果に繋げ
られるよう頑張ります！

昨年からやってきた経験を活か
して、一生懸命がんばります。

写真左から写真左から

人口減少の対策を保育の観点から
アプローチし、全国で増加しつつ
ある企業内にある保育所設置の促
進案、そして企業内保育所の効果
と問題点について、それぞれ研究
しました。
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社会福祉班 保育班

イ
ン
タ
ー
大
会

2016

山
口
大
学
大
会

イ
ン
タ
ー
大
会
（
日
本
学
生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
）は

例
年
1
5
0
0
人
以
上
が
参
加
す
る
日
本
で
は
最
大
規
模
の
学
術
大
会
で
す
。

今
年
は
第
63
回
を
迎
え
、山
口
大
学
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
学
術
大
会
に
参
加
す
る
人
間
科
学
部
・
迫
ゼ
ミ
か
ら

意
気
込
み
を
伺
い
ま
し
た
。

高齢化社会を見据えた、
提案をします！

企業内保育所の
効果と問題点

介護業界について、昨年の職員の
離職防止及び定着の研究を踏まえ、
今年は要介護者の増加を食い止め
る視点から研究をしています。介
護が必要となる原因の対応策、保
険の充実を提案します。

人間科学部　人間科学専攻　3年
宮崎県立宮崎北高等学校出身、漫画研究会

坂口 拓磨

人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都立深川高等学校出身

阿部 幸祐

人間科学部　人間科学専攻　2年
東京都立瑞穂農芸高等学校出身、高千穂祭本部

倉本 優佳
人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都立王子総合高等学校出身、体育会本部、排球部

養田 かれん

人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都立永山高等学校出身、高千穂祭本部

森田 帆南

人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都私立東亜学園高等学校出身

永澤 菜緒

人間科学部　人間科学専攻　2年
東京都立荻窪高等学校出身、高千穂祭本部

知念 鞠奈
人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都立高島高等学校出身、剣道部

橋本   遥

人間科学部
准教授

迫  一光

インター大会に向けて
日本学生経済ゼミナール大会（通称インター大会）は、日本全国
各地の大学生を対象とした日本最大規模の学術大会です。毎年の
参加者は1500名を超え、その歴史は63回を数えます。インター
大会は討論部門とプレゼンテーション部門の2部門からなってい
ます。今年度は山口大学で開催され、本ゼミでは5チームがこの
大会のプレゼンテーション部門にエントリーしています。本学で
もゼミナール大会が11月に開催されますが、このインター大会は
全国各地から多くの学生が参加するため学内大会とは異なる薫陶
を受けることができます。
毎年予選敗退を続けておりますので、そろそろ本選に足跡を残
してこられるように学生諸君と研鑽を積みたいと思います。

Part 03



私たちは発達障害がある子供の親
を支援することで、間接的に子ど
もへの支援につながると考えまし
た。私たちの考える支援方法を伝
えるとともに、より多くの人たち
に発達障害を伝えられるよう頑張
ります。

私たちは子育ての負担を軽減し、
出生率を上げるための、新たな子
育て助成金を提案します。助成金
の内訳を綿密に調べ、実際に導入
できて、そして納得のいく制度を
作っていきたいと考えています。

私たちの提案をわかりやすく、
伝えられるように頑張りたいで
す。

初めて聞く人がわかりやすく、
そして理解できるように、頑張
りたいです。

聴講者が理解しやすい発表が出
来るようにしていきます。

労働班障害班 社会保障班

女性の選択肢を
増やす政策提案

子どもの
発達障害について

日本の出生率を上げる
提案をします！
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人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都立光丘高等学校出身、学友会本部、体育会本部、排球部

西島 千草
人間科学部　人間科学専攻　2年
東京都私立八王子学園八王子高等学校出身、ゼミナール連合本部

高山 真一

人間科学部　人間科学専攻　3年
神奈川県私立横須賀学院高等学校出身

黒坂 康平
人間科学部　人間科学専攻　3年
青森県立三沢高等学校出身

小笠原 紫乃

人間科学部　人間科学専攻　2年
東京都私立堀越高等学校出身

高原 理衣
人間科学部　人間科学専攻　3年
長野県立軽井沢高等学校出身

井出 佳奈美
人間科学部　人間科学専攻　2年
千葉県立流山おおたかの森高等学校出身

小向 舞優

人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都立本所高等学校出身

佐藤 杏香
人間科学部　人間科学専攻　2年
東京都私立八王子実践高等学校出身、学術文化団体連合会本部、漫画研究会

澁井 翔太
人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都私立東京成徳大学高等学校出身

岩﨑 政史

高千穂大学のゼミは、学内の研究発表だけにとどまらず、学外の学術大会に参加
しています。自分達の研究活動の成果をさまざまな場所で披露し、他大学のゼミ
との交流や新しい知見の獲得を通して、自己成長の場となっています。

写真左から写真左から写真左から

私たちは女性の選択肢を増やす政
策を提案します。この政策で働き
たい人が働けたり、子どもを生む
人が増えたり、さらには待機児童
も減らせると考えています。

インター大会Part 03
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高千穂
学生の就職活動を応援します！

就 職  活 動
情報局

I N F O R M A T I O N

インターンシップ実習報告

日程 実施行事 内容

11月14日（月）
　～25日（金）

進路相談会 3年生全員を対象とした相談会

11月15日（火）

留学生就職相談会 日本での就職活動について個別相談

Uターン相談会 地方での就職活動の進め方について学ぶ

11月29日（火）

マナー講座 マナー講師指導による就活マナー習得講座

企業選び講座 多角的な視点で企業を研究する

日程 実施行事 内容

12月 6日（火）

自己分析講座 自分自身を過去・現在・未来から見つめる

グループワーク／グルー
プディスカッション講座

現在の対人・個人能力を把握し鍛える

メイク講座 就職活動に適したメイクを修得する

12月10日（土） ＯＢＯＧ交流会 企業で活躍している卒業生から学ぶ

12月13日（火）
面接講座 人事担当者より面接のポイントを学ぶ

面接講座（模擬面接） 実際に人事担当者と模擬面接を実施

12月20日（火）
先輩の就活講座 就職活動を終えた先輩から学ぶ

第1回企業研究セミナー 実際に話を聞き自身の視野を広げる

【３年生対象：秋学期実施分】
平成28年度 就職活動支援行事

　
私
は
8
月
1
日
か
ら
5
日
ま
で
の
5

日
間
、
株
式
会
社
紀
伊
國
屋
書
店
笹
塚
店

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
私
は
元
々
小
説
や
漫
画
が
好
き
で
、

出
版
業
界
や
書
店
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
応
募
し
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
店
内
で

の
接
客
や
仕
入
・
返
品
作
業
、
書
籍
の
棚
番

号
の
登
録
、
P
O
P
の
作
成
な
ど
を
し
ま

し
た
。
私
は
接
客
業
を
得
意
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
客
層
が
変
化
す
る
と
そ
の
客
層

に
あ
っ
た
接
客
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
書
店
で
書
籍
を

　
私
は
病
院
で
の
事
務
職
を
体
験
し
、
受

付
や
広
報
と
い
っ
た
幅
広
い
業
務
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
習
中
の
5
日
間

の
中
で
は
自
発
的
な
行
動
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
積
極
的
な
行
動
力
と
広
い
視
野
を

持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

し
て
、
納
期
を
意
識
し
て
物
事
を
計
画
す

る
こ
と
や
、
そ
れ
を
人
に
伝
え
る
表
現
力

な
ど
も
社
会
に
で
る
に
あ
た
っ
て
重
要
に

な
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
体
験
に
よ
り
、
私
自
身
の
考

え
方
、仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
、就
職
活
動

仕
入
れ
て
か
ら
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
知
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
接
客
業
に
つ
い
て

改
め
て
知
識
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
経

験
し
た
こ
と
を
就
職
活
動
に
活
か
し
て

い
き
た
い
で
す
。

に
向
け
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
明
確
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
就
職

支
援
課
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
や
マ
ナ
ー
の

指
導
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
学
内
選
抜
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

商学部　会計コース　3年　
新潟県立高田商業高等学校出身
石井ゼミ、排球部

山田 真愛

商学部　会計コース　3年
千葉県私立東京学館船橋高等学校出身
西山ゼミ、簿記会計研究会

鈴木 達也

カウンター前で接客実習している様子 初日、他のインターンシップ生
とのアイスブレイクの様子

接客の奥深さを
学びました

働くイメージが
明確になりました

実
習
先
　
I
M
S
グ
ル
ー
プ（
新
松
戸
中
央
総
合
病
院
）

実
習
先
　
株
式
会
社
紀
伊
國
屋
書
店 

笹
塚
店
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人間科学部　人間科学専攻　4年
神奈川県立川崎北高等学校出身
竹内淨ゼミ

牧野 みずき

経営学部　起業・事業承継コース　4年
神奈川県立足柄高等学校出身
藤田ゼミ

熊倉 庸一郎

商学部　会計コース　4年
埼玉県立伊奈学園総合高等学校出身
西山ゼミ

安藤 穂香

高千穂大学

奨学生
表彰・認定式

今年度も多くの学生が
奨学生として認定されました。

今後も更なる活躍を期待しています。

このたびは平成28年度小池厚之助賞を
受賞でき、大変光栄に思います。在学中
にこのような賞を頂けたことは大学へ
入学させてくれた親への少しではあり
ますが親孝行になったと思います。今後
は、勉学は勿論、遊びにも力を入れ、残
りの学生生活を楽しみたいです。

素晴らしい賞を頂きありがとうござい
ます。この賞は講義を受ける１つのモチ
ベーションとしていたので受賞できた
ことを大変嬉しく思っております。今後
もこれを足がかりとし、今度は自分自身
が何かを与えていける人間になってい
けるように邁進していきたいです。

今回このような賞をいただけて大変嬉
しく思います。この賞をいただけたの
は自分の力だけではなく、先生方や友人、
家族などのサポートがあってこそのこ
とだと思います。賞をいただいたからと
いって現状に満足せず、これからも日々
精進していきたいと思います。

入
学
さ
せ
て
く
れ
た

両
親
へ
の
親
孝
行

今
後
も

邁
進
し
て
い
き
ま
す

周
囲
の

サ
ポ
ー
ト
に
感
謝

平成28年度 高千穂大学表彰規程および奨学制度に関する規程に係る奨学生一覧 （学部・学年別）

平
成
28
年
7
月
5
日
（
火
）、
セ
ン
ト
ラ

ル
ス
ク
エ
ア
・
タ
カ
チ
ホ
ホ
ー
ル
に
て
、
高

千
穂
大
学
奨
学
生
表
彰
・
認
定
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
下
表
の
総
勢
91
名
が
選
出
さ

れ
、奨
学
生
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

藤
井
理
事
長
、
笹
金
学
長
を
は
じ
め
と

し
て
、
奨
学
生
の
所
属
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

担
当
の
先
生
方
、ご
父
母
の
皆
様
等
、多
数

の
方
々
に
ご
列
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

授
与
に
続
き
、理
事
長
、学
長
、父
母
の

会
副
会
長
よ
り
挨
拶
と
祝
辞
を
賜
り
、
授

与
者
一
同
を
代
表
し
て
安
藤
穂
香
さ
ん

（
商
学
部
4
年
生
）が
御
礼
の
言
葉
と
今
後

の
抱
負
を
述
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

諸
君
の
日
頃
の
学
問
へ
の
意
欲
と
成
果

が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
こ

れ
ま
で
以
上
の
努
力
を
重
ね
、
有
為
な
人

材
と
し
て
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期

待
し
て
い
ま
す
。

平成
28年度

学　部   氏　名　

商 学 部 鄭　　在弘
商 学 部 加賀美　崚
商 学 部 國井　悠花
商 学 部 田澤加耶乃
商 学 部 小玉　優花
商 学 部 小林　純也
商 学 部 中野　未優
商 学 部 原口　春香
商 学 部 泉谷　知花
経営学部 佐藤　和香
経営学部 富田明日香
経営学部 千葉　優子
経営学部 倉成　寿弥
経営学部 永井千賀子
経営学部 大畑　貴博
経営学部 堀口　知弘
経営学部 北野　　望
経営学部 田辺　健治
経営学部 大林　裕貴
人間科学部 鈴木　雄也
人間科学部 小川　達也
人間科学部 古谷宗一郎
人間科学部 木嶋　沙奈
人間科学部 中込　　樹

学　部   氏　名　

商 学 部 北嶋　能大
商 学 部 竹山　一輝
商 学 部 室田　有紀
商 学 部 杉本　菜奈
商 学 部 渡邊　香澄
商 学 部 大川茉莉恵
商 学 部 尹　　国花
経営学部 佐々木裕太郎
経営学部 鈴木　駿介
経営学部 佐々木翔平
経営学部 島田　美紀
経営学部 芳賀　元規
経営学部 須田　晟也
経営学部 飯田　将矢
経営学部 藤平　翔也
経営学部 乾　　貴宏
経営学部 陳　　　亮
人間科学部 加藤木美咲子
人間科学部 笹本　里奈
人間科学部 藤原　美希
人間科学部 栗林はるか
人間科学部 牧野みずき

学　部   学年 氏　名　

商 学 部 4年 尹　　国花
経営学部 4年 陳　　　亮

学　部   学年 氏　名　

商 学 部 2年 進藤まどか
商 学 部 2年 奥沢　龍隆
商 学 部 2年 室川　央伽
商 学 部 1年 本橋　由羽
商 学 部 1年 樋口　華子
商 学 部 1年 木村　圭汰
経営学部 3年 菅原　将裕
経営学部 1年 三浦　康貴
人間科学部 1年 吉田良太郎

学　部   学年 氏　名　

商 学 部 3年 川上　慎平
商 学 部 2年 加賀美　崚

学　部   学年 氏　名　

商 学 部 4年 安藤　穂香
商 学 部 4年 渡辺　雪乃
商 学 部 4年 髙家絵里香
商 学 部 4年 桶田　祐史
商 学 部 3年 小峯　佳樹
商 学 部 3年 赤坂　映美
商 学 部 2年 蛯原　正隆
経営学部 4年 熊倉庸一郎
経営学部 3年 浦田　照明

学　部   学年 氏　名　

経営学部 4年 HONEY  SOE

学　部   氏　名　

商 学 部 野村まりも
商 学 部 抜井　　彩
商 学 部 寺門　大輝
商 学 部 蛭間　和孝
商 学 部 中野　智朗
商 学 部 髙嶋　麻衣
商 学 部 碓井　悠平
商 学 部 須田　七彩
経営学部 髙田　是空
経営学部 浦添　　哲
経営学部 高橋　直也
経営学部 赤羽　大貴
経営学部 中川原亮太
経営学部 工藤　　翼
経営学部 木村　　岳
経営学部 友野　祐佳
経営学部 山田　響平
人間科学部 黒坂　康平
人間科学部 渡邊　貴博
人間科学部 黒堀　景太
人間科学部 阿部　幸祐
人間科学部 森　　裕寛

【 小 池 厚 之 助 賞 】
【私費外国人留学生授業料減免奨学金】 【海外短期・中期留学奨学金】

【公的資格取得支援奨学金】

【学業成績優秀者賞】

【資格取得者表彰】

2年生

以上24名

以上22名

以上2名

以上9名

以上2名以上９名

以上1名

＜学年別・学籍番号順＞

以上22名

3年生 4年生
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教
育
実
習

体
験
報
告

平
成
28
年
度
教
育
実
習
が
平
成
28
年

5
月
9
日
よ
り
同
年
10
月
28
日
に
か
け

て
順
次
行
わ
れ
、教
育
実
習
生
（
4
年
生
）

全
25
名
が
各
自
の
取
得
予
定
免
許
種
に

基
づ
い
て
所
定
の
実
習
に
臨
み
ま
し
た
。

教
育
実
習
で
は
、
大
学
の
授
業
で
培
っ

た
知
識
を
活
用
し
、
す
べ
て
の
力
を
ふ
り

し
ぼ
っ
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

実
際
の
教
育
現
場
の
空
気
を
体
験
す
る
こ

と
で
、
座
学
だ
け
で
は
学
び
え
な
い
多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
、

実
習
を
介
し
て
教
師
の
営
み
の
何
た
る
か

を
知
り
、
教
師
と
し
て
の
適
性
の
有
無
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
、
教
育
実
習
生
の
受
入
を
し
て

い
た
だ
き
、
丁
寧
な
ご
指
導
を
賜
っ
た
教

育
実
習
校
の
先
生
方
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

高
千
穂
大
学
の
教
職
課
程
は
徹
底
し
た

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
7
月
に
は
教
育
実
習
を
終
え
た
4
年
生
が
、

そ
の
体
験
を
報
告
す
る
報
告
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

教
員
を
目
指
す
後
輩
の
学
び
に
、

活
か
す
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

報 告

報 告

1

2

人間科学部　児童教育専攻　4年
埼玉県立八潮南高等学校出身
岡田有司ゼミ

鈴木 花奈

人間科学部　児童教育専攻　4年
北海道立釧路湖陵高等学校出身
徳田ゼミ

高橋 龍生

教
育
実
習
に
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
と
同
時
に
、

教
育
現
場
の
大
変
さ
と
や
り
が
い
を
、
身

を
も
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
実
習
を
通
し
て
特
に
感
じ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
教
師
に
は
授
業
一

つ
一
つ
に
も
責
任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。「
実
習
生
だ
か
ら
…
」な
ん
て
言
い
訳

は
通
用
し
ま
せ
ん
。
児
童
の
貴
重
な
時
間

を
実
習
生
が
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
実
習
生
は
失
敗
し
て
当
た
り
前
と

は
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
失

敗
し
て
も
無
責
任
な
授
業
は
絶
対
に
し
て

は
い
け
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
実
習

を
終
え
て
今
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

教
育
実
習
で
は
、
主
に
授
業
作
り
の
方

法
を
学
び
ま
し
た
。
最
初
は
失
敗
の
連
続

で
、
心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、「
分
か
り
や
す
く
楽
し

い
授
業
を
し
た
い
」と
い
う
一
心
で
、
授

業
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ

自
分
の
授
業
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
短
い
期
間
で
も
、
目
標
を

持
っ
て
努
力
す
れ
ば
成
長
で
き
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

と
に
か
く
大
変
な
4
週
間
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
学
び
、
遊
ん
だ
経
験

は
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
教
育
実
習
で
学
ん

だ
こ
と
を
活
か
し
、
よ
り
良
い
教
師
を
目

指
し
て
、努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
習
生
で
も
教
師

目
標
を
持
っ
て

努
力
し
た
こ
と
が
成
長
に



「
入
社
年
」「
出
身
校
」「
職
種
」「
職
階
」

「
生
年
」「
出
身
地
」等
の
各
デ
ー
タ
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
、
幹
部
を
除

い
て
一
般
の
社
員
は
そ
の
存
在
を
知
ら

な
か
っ
た
史
料
群
で
す
。
現
在
、
同
史

料
か
ら
得
ら
れ
る
約
30
年
間
分
の
デ
ー

タ
を
す
べ
て
パ
ネ
ル
化
し
、
分
析
す
る

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
個
別
企
業
に
関
す

る
長
期
の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
は
通
常
、
外

部
入
手
が
困
難
な
た
め
、
未
だ
作
成
さ

れ
た
例
が
な
く
、
最
も
研
究
が
進
ん
だ

ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
は

る
か
に
貧
弱
な
例
し
か
提
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
巨
大

商
社
の
組
織
内
で
は
ど
の
よ
う
な
技
能

を
も
つ
人
材
が
高
く
評
価
さ
れ
、
彼
ら

が
組
織
上
ど
の
よ
う
な
部
署
に
集
め
ら

れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
、

ど
の
よ
う
な
部
署
を
経
由
し
な
が
ら
技

能
を
蓄
積
し
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

現
在
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ー
カ
イ
ブ
の
世

界
で
は
、
今
後
、
企
業
記
録
が
残
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
が
盛
ん
に

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
企
業

記
録
は
社
会
科
学
を
進
展
さ
せ
る
貴
重

な
財
産
で
す
。
接
収
史
料
か
ら
得
ら
れ

る
研
究
成
果
は
企
業
記
録
を
後
世
に

残
す
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
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豪州史料は閲覧前に史料のクリーニング作業が行わ
れます。接収資料の閲覧も写真のように白衣にマス
クやゴーグルをつけて行います。

豪州国立公文書館シドニー分館の書庫の様子。返還
される予定の史料もここに収められています。

米国立公文書館の閲覧室の様子です。世界中から閲
覧者が訪れます。

経
営
学
部

教
授大

島 
久
幸

【Vol.2】

学術研究の
真  実

現
在
、
接
収
資
料
と
呼
ば
れ
る
企
業

記
録
に
関
わ
る
研
究
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
1
9
4
1
年
、
日
本
が
連
合
軍
に

対
し
て
宣
戦
布
告
す
る
と
、
在
外
日
本

企
業
の
記
録
も
接
収
の
対
象
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
時
の
史
料
が
接
収
史
料
で

す
。
接
収
史
料
に
つ
い
て
は
、現
在
、米

国
国
立
公
文
書
館
と
、
豪
州
国
立
公
文

書
館
で
、
そ
の
所
蔵
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
豪
州
に
関
し
て
は
、
両
国
の
国

立
公
文
書
館
が
中
核
と
な
っ
て
現
在
、

返
還
に
向
け
た
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い

て
、
他
方
、
米
国
に
つ
い
て
も
中
核
史

料
に
関
し
て
国
内
で
の
公
開
に
向
け
た

準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
学
会
で
注

目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

接
収
史
料
に
は
、
そ
の
当
時
、
現
場

で
お
こ
っ
て
い
た
出
来
事
に
関
す
る

生
の
情
報
が
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
個
人
の
手
帳
、
税
金

の
申
告
書
、
業
界
内
で
の
取
引
内
容
、

政
府
在
外
公
館
と
の
秘
密
裏
の
や
り

取
り
、
現
地
で
の
ロ
ビ
ー
活
動
の
実
態

等
々
、
そ
れ
ら
史
料
か
ら
描
か
れ
る
企

業
活
動
の
実
態
に
は
、
今
ま
で
想
像
も

し
な
か
っ
た
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

で
は
、
こ
れ
ら
史
料
か
ら
ど
ん
な
こ

と
が
分
か
る
の
か
。
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
そ
の
一

つ
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
国
際
展
開
す

る
企
業
に
と
っ
て
海
外
で
活
躍
す
る

営
業
マ
ン
は
競
争
力
の
源
泉
と
い
え

ま
す
。
し
か
し
、
一
番
肝
心
な
営
業
マ

ン
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
中
核
と
な
る

給
与
な
ど
の
報
酬
体
系
は
、
そ
の
競
争

力
を
左
右
す
る
最
高
度
の
企
業
機
密

で
あ
り
、い
か
な
る
企
業
で
あ
っ
て
も
、

当
然
、
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
、接
収
史
料
か
ら
、そ
の

実
態
に
迫
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
接
収
史
料
に
は
戦
前
最
大
の
総
合

商
社
で
あ
っ
た
三
井
物
産
の
「
特
別
職

員
録
」と
呼
ば
れ
る
史
料
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
同
史
料
に
は
同
社
に
所
属
す

る
社
員
の
給
与
が
1
円
単
位
で
序
列

化
さ
れ
記
載
さ
れ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て

接
収
史
料
の
可
能
性

〜
企
業
記
録
は
社
会
科
学
の
財
産
〜

先生が普段どんな研究をしているのか、
考えたことはありますか？

担当の授業科目以外の事柄についても、
実は見えないところでさまざまな活動をしています。
現在やこれから取り組む研究内容について、

学術研究の真実としてみなさんに紹介したいと思います。
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美
ゼ
ミ
で
は
金
融
や
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
に
関
わ
る
様
々
な
こ
と
を
題
材

に
し
て
い
ま
す
。
金
融
は
専
門
的
な
用
語
の

多
さ
や
変
化
の
多
さ
の
た
め
に
学
ぶ
こ
と
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
金
融
は
生
活
し
て
い
く
中
で
必
ず
直

面
す
る
題
材
で
す
。
ゼ
ミ
で
は
金
融
の
専
門

用
語
な
ど
を
覚
え
る
こ
と
以
上
に
、
そ
の
背

景
に
何
が
あ
り
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
き
て
い
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
に
特
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
学
生
同
士
で
報
告
し
、

質
問
し
、
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
の
繰
り
返

し
で
、
物
事
の
本
質
へ
の
探
求
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

大
き
な
柱
の
１
つ
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
表

会
に
向
け
た
取
り
組
み
で
す
。
毎
年
、
2
年

生
と
3
年
生
が
一
緒
に
、
金
融
や
経
済
に
関

わ
る
テ
ー
マ
を
選
び
、
時
間
を
か
け
て
取
り

組
み
ま
す
。
今
年
も
個
性
的
な
テ
ー
マ
を
設

定
し
た
3
チ
ー
ム
が
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

相
手
に
内
容
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
た
め
に
は

ど
う
す
る
べ
き
か
を
考
え
、
チ
ー
ム
で
取
り

組
む
こ
と
の
大
変
さ
と
喜
び
を
経
験
し
て
い

き
ま
す
。
1
つ
の
題
材
に
対
し
て
様
々
な
視

点
か
ら
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
考
え
る
こ
と
の

重
要
性
を
実
感
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

も
う
1
つ
の
柱
は
、
学
生
が
株
式
投
資
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
学
生
同
士
が

希
望
す
る
銘
柄
の
取
引
を
提
案
し
、
財
務
諸

表
な
ど
の
企
業
デ
ー
タ
へ
の
検
討
を
行
い
、

質
疑
応
答
を
行
っ
た
上
で
売
買
を
決
定
し
て

い
ま
す
。
企
業
に
詳
し
く
な
る
以
外
に
、
希

望
す
る
銘
柄
に
ど
う
し
た
ら
同
意
し
て
も
ら

え
る
か
と
い
う
点
は
人
に
伝
え
る
力
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
は
学
生
が
主
役
で
あ
り
、
学
生
自
身

が
何
に
で
も
主
体
的
に
取
り
組
む
場
で
す
。

金
融
市
場
は
日
々
変
化
し
、
覚
え
た
知
識
も

い
ず
れ
陳
腐
化
し
て
い
き
ま
す
が
、
新
し
い

知
識
を
学
ぶ
姿
勢
や
様
々
な
問
題
に
取
り
組

も
う
と
す
る
力
は
卒
業
後
も
い
き
て
く
る
は

ず
で
す
。
多
く
の
学
生
が
成
長
で
き
る
ゼ
ミ

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

A student’s voice 

楠美ゼミ

楠

商学部
准教授

楠美 将彦

金
融・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で

大
き
く
成
長
す
る
ゼ
ミ

TAKACHIHO 
SEMINAR

Close up!

■担当科目

■略歴

金融総論、金融工学、ゼミⅠ、専門ゼミ

法政大学　経済学部　卒業
慶應義塾大学大学院　商学研究科　修士課程修了
慶應義塾大学大学院　商学研究科　博士後期課程　
単位取得退学

オリンピックによる経済効果を取り上
げていて内容も様々な視点から見てい
てとても興味を持ちました。また、楠
美先生の授業に関心があり、株式投資
に興味がありました。様々な視点から
物事を見て、金融に強くなりたいと思
い楠美ゼミを選びました。

商学部　金融コース　2年
埼玉県立豊岡高等学校出身
排球部

金山  栞
私たちは、主に株や銀行預金などの金
融商品を中心に研究しています。ゼミ
ナール発表会に向けて、グループ内で
金融商品での儲け方や公営ギャンブ
ルとの違いなどを考え、その上で話合
うことでコミュニケーションや新たな
発見が増えてきました。

商学部　金融コース　2年
埼玉県立川越総合高等学校出身
天文同好会

矢口 竜樹
ゼミでは株式投資を行っています。ゼ
ミ生が買いたい株を提案し、みんなで
話し合って売買を行います。様々な会
社を知れて、株式投資の楽しさも感じ
ています。ゼミ発表では、学年関係無
く協力して行うので発表終了後には、
やりがいを感じられます。

商学部　金融コース　3年
東京都私立中央学院大学中央高等学校出身
高千穂祭本部

荒井 奈々
楠美先生はゼミナール活動の中で株
式取引やゼミ発表会の準備において、
わからないことや疑問に思ったことに
ついて的確にアドバイスし問題解決へ
導いてくれます。またゼミ生主体の活
動ができる環境にしていただけるので
日々活気のある活動が行えます。

商学部　金融コース　3年
東京都立第四商業高等学校出身

深澤 圭祐

ゼ
ミ
ナ
ー
ル  

紹
介
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当
教
員
（
岡
田
）の
専
門
は
西
洋
古

代
史
（
古
代
ギ
リ
シ
ア
史
）で
す
が
、

文
学
部
史
学
科
で
も
ギ
リ
シ
ア
史
を
テ
ー

マ
に
選
ぶ
学
生
は
多
く
な
い
昨
今
で
す
の

で
、歴
史
的
な
視
点
を
取
り
込
ん
で
い
れ
ば
、

受
講
生
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
、
ど
ん
な

テ
ー
マ
で
も
と
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
じ
っ
さ

い
、
こ
れ
ま
で
ゼ
ミ
発
表
会
や
卒
論
で
扱
っ

た
テ
ー
マ
に
は
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
地

域
も
外
国
か
ら
日
本
ま
で
、
幅
広
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

過
去
に
は
、
た
と
え
ば
、
世
田
谷
の
「
ボ

ロ
市
」の
歴
史
と
現
状
を
、
文
書
調
査
と
取

材
を
通
じ
て
あ
き
ら
か
に
し
た
研
究
、
世
界

の
治
安
情
勢
の
悪
化
と
財
政
難
に
よ
る
正

規
軍
の
縮
小
を
背
景
と
し
て
急
速
に
成
長

し
て
い
る
民
間
軍
事
会
社
の
誕
生
と
発
展

を
追
っ
た
研
究
、
靖
国
神
社
の
歴
史
を
手
が

か
り
に
国
家
に
よ
る
戦
没
者
顕
彰
の
意
味

を
論
じ
た
研
究
な
ど
、
い
ず
れ
も
興
味
深
く
、

意
欲
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昨

年
の
ゼ
ミ
発
表
会
で
は
、
A
＆
B.

ピ
ー
ズ

の
『
地
図
の
読
め
な
い
女
、
話
を
聞
か
な
い

男
』に
代
表
さ
れ
る
疑
似
科
学
的
な
性
差
本

質
論
を
、
性
的
な
役
割
や
属
性
、
表
象
の
歴

史
的
な
変
遷
の
分
析
を
通
じ
て
相
対
化
・
脱

構
築
す
る
刺
激
的
な
研
究
発
表
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
研
究
の
舞
台
裏

に
は
、
日
々
の
ゼ
ミ
で
の
研
鑽
が
あ
り
ま

す
。
ゼ
ミ
で
の
学
習
は
、
基
本
的
に
、
秋
の

ゼ
ミ
発
表
会
を
目
標
に
、
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
関
連
文
献
を
読
み
込
み
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
立
て
る
作
業
を
軸
に

展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、

読
解
、
情
報
整
理
、
作
文
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
訓
練
し
ま
す
。
ゼ
ミ

の
卒
業
生
た
ち
は
、
歴
史
学
の
専
門
研
究

者
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
よ
う
な
練
習
を
通
じ
て
身
に
つ
け
た
経

験
と
ス
キ
ル
に
は
汎
用
性
が
あ
り
、
社
会

の
ど
こ
で
も
学
生
た
ち
の
役
に
立
つ
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

A student’s voice 

岡田 泰介ゼミ

担

人間科学部
准教授

岡田 泰介

古
今
東
西
の
諸
問
題
を

歴
史
的
視
点
か
ら
学
ぶ

ゼミナール紹介Close up!

■担当科目

■略歴

外国史(古代･中世)／(近代･現代)、文化交流史、
ゼミⅠ、専門ゼミ

学習院大学　文学部史学科　卒業
学習院大学大学院　人文科学部研究科　修士課程修了
東京大学大学院　人文科学部研究科　博士前期課程修了
東京大学大学院　人文社会系研究科　博士後期課程満期退学

2年生は、「戦争映画が描く戦争観」
というテーマの研究を進めています。
戦争を描いた映画は単なる娯楽とし
ての役割だけでなく、様々な制作意
図も隠されているため、そうした意
図の解明などを目指し研究を進めて
います。

人間科学部　人間科学専攻　2年
東京都私立科学技術学園高等学校出身

永井 芳樹
岡田ゼミでは、自分の興味・関心のあ
ることについて勉強することができま
す。将来について考えている人が多い
ので、刺激を受けることがしばしばで
す。また、先生も親身になって私たち
の力になってくれるので、とてもやり
がいを感じています。

人間科学部　児童教育専攻　3年
東京都私立昭和第一学園高等学校出身
和弓部

松川 明樹
私たち岡田泰介ゼミは３年４人、２年
１人の合計５人で研究しています。最
近は、3年生はSPI対策やゼミ発表に
向けて勉強していて、前期と後期の最
後の授業の日は先生とみんなでご飯を
食べに行ったりします。みんなとても
仲良しです。

人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都私立関東第一高等学校出身

小林 未歩
岡田先生は、いつも私たちのために
なにかと気を使ってくれます。就活
をひかえた私たちのために、SPIの勉
強など、私たちがやりたい！と言っ
たことを優先的にやらせてくれます。
先生の優しさや親しみやすさに惹か
れ、このゼミに入りたいと思いました。

人間科学部　人間科学専攻　3年
奈良県私立飛鳥未来高等学校出身

大槻 春菜
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今
回
の

紹
介
エ
リ
ア
は

西
浦

　
関
東
で
就
職
を
し
た
い
と
考
え

て
、
そ
の
た
め
に
関
東
に
あ
る
大
学
の

商
学
部
で
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
2
年
生
か
ら
は
金
融
コ
ー
ス
に
進

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
色
々
な
資

格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
能
力
を
身
に
つ

け
た
い
で
す
。

立
石

　
名
古
屋
よ
り
も
東
京
に
出
た

か
っ
た
た
め
、
い
く
つ
か
の
大
学
を
比

較
し
て
い
た
な
か
で
、
高
千
穂
大
学
が

い
ち
ば
ん
規
模
の
小
さ
い
大
学
で
し
た
。

い
と
こ
か
ら
規
模
の
小
さ
な
大
学
の
良

さ
を
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
い
た
の
で
高

千
穂
大
学
を
選
び
ま
し
た
。
大
学
で
は

映
研
に
所
属
し
、
同
じ
趣
味
の
仲
間
と

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

田
中

　
東
京
に
憧
れ
て
い
て
商
学
部
の

大
学
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
「
先
生
と

距
離
が
近
い
」と
評
判
だ
っ
た
の
で
受

験
を
し
ま
し
た
。
実
際
に
入
学
し
て
か

ら
も
、
ゼ
ミ
の
新
井
先
生
は
と
て
も
親

切
に
し
て
く
だ
さ
り
「
近
さ
」を
感
じ

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
入
学
し
て
か
ら

バ
ス
ケ
部
に
入
り
ま
し
た
が
、
初
心
者

な
の
で
こ
れ
か
ら
頑
張
り
ま
す
！

西
浦

　
日
本
昭
和
村
は
昭
和
の
街
並
み

を
再
現
し
て
い
て
、
と
て
も
雰
囲
気
の

あ
る
場
所
で
す
。
温
泉
も
安
く
入
る
こ

と
が
で
き
、
毎
年
花
火
大
会
の
時
期
に

行
き
ま
す
。
あ
と
東
白
川
の
つ
ち
の
こ

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
み
ん
な
で
つ
ち
の
こ

を
探
す
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
す
ご
く
盛

り
上
が
り
ま
す
！

立
石

　
6
月
末
か
ら
9
月
ま
で
実
施
す

る
日
本
三
大
盆
踊
り
の
1
つ
、
郡
上
踊

り
が
お
す
す
め
で
す
。
特
に
お
盆
の
3

日
間
は
徹
夜
踊
り
と
言
っ
て
夜
通
し
踊

り
続
け
ま
す
。
僕
は
踊
ら
な
い
で
す
が
、

観
に
行
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
。

田
中

　「
日
本
さ
く
ら
名
所
1
0
0

選
」に
選
ば
れ
る
各
務
原
市
の
桜
並
木

は
百
十
郎
桜
と
呼
ば
れ
、川
沿
い
に
見

事
な
桜
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
食

べ
物
は
何
と
言
っ
て
も
飛
騨
牛
で
す
。

と
て
も
高
い
で
す
が
、お
祭
り
の
屋
台

で
出
る
牛
串
は
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
お

得
で
す
！

高
千
穂
大
学
を
選
ん
だ
理
由
、

大
学
生
活
に
つ
い
て

岐
阜
県
の
オ
ス
ス
メ
を
紹
介

下呂の温泉と
花火大会
最高！ 

群上踊りは
よく観に
行きます。

飛騨牛の
おいしさは
日本一！

【 】

今
年
の
ご
当
地
自
慢
は
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

今
号
は
中
部
・
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
、岐
阜
県
を
と
り
あ
げ
、

代
表
の
在
学
生
3
名
に
ご
当
地
自
慢
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

座
談
会

商学部　商学科　1年
岐阜県立加茂高等学校
新井ゼミ

西浦  愛

経営学部　企業経営コース　4年
岐阜県立郡上高等学校出身
黒川ゼミ

立石 佑太朗

商学部　商学科　1年
岐阜県立岐阜工業高等学校出身
田中ゼミ、高千穂祭本部、バスケットボール部

田中 颯人

文化祭と体育祭が一緒になった加茂高祭
が自慢です。全校を上げて盛り上がり、
とても楽しい思い出でいっぱいです。加
茂高祭が魅力的で入学する生徒もいるく
らいです！

特殊な学科が特徴的です。森林科は演習
のための林を持っていて、そこの木材を
自分で加工します。食品流通科も自分た
ちで手作りした食品を文化祭で販売して
います。

西浦さんの出身高校は 立石さんの出身高校は

岐阜県立加茂高等学校 岐阜県立郡上高等学校 岐阜県立岐阜工業高等学校

機械科だったので実習がとても多かった
です。小さい電車を自作し、近くの子供
に乗ってもらったりしていました。イベ
ントで先生がお餅を焼いてくれて食べた
のが懐かしいです。

田中さんの出身高校は
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大
切
な
こ
と
は「
好
奇
心
と
相
手
へ
の
思
い
や
り
」

行
動
す
る
の
は〝
今
直
ぐ
に  

〞

   
私
は
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
に
勤

務
し
、
代
理
店
チ
ャ
ネ
ル
の
営
業
店
事
務
と

し
て
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
仕
事
で
意
識

し
て
い
る
こ
と
は
「
好
奇
心
を
大
事
に
す

る
こ
と
、
そ
し
て
相
手
に
対
し
て
思
い
や
り

を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
」で
す
。
社
会
人
に

な
っ
て
感
じ
る
こ
と
は
、
学
生
時
代
に
何
を

ど
れ
だ
け
経
験
し
た
か
に
よ
っ
て
、
大
き
く

影
響
さ
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

学
生
時
代
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
に
所
属
し
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
4
年

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
部
員
各
々
の
個
性
を

活
か
し
、
相
乗
効
果
で
さ
ら
に
良
い
チ
ー
ム

を
作
る
た
め
に
は
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
や

り
、
同
じ
目
標
に
向
か
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

相
手
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
こ
と

も
理
解
し
て
も
ら
い
、
意
見
を
押
し
つ
け
る

の
で
は
な
く
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
接
す
る
。

当
時
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
立
場
か
ら
、
勝
て

る
チ
ー
ム
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か

と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
新
し
い
こ
と
に

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
元
に
な
る
の
は
、
何
事
に
も
好
奇
心
が
あ

私
の
両
親
は
青
森
県
で
パ
ン
屋
を
営
ん
で

い
る
。
朝
早
く
出
て
夜
遅
く
帰
る
生
活
で
あ

る
。
自
営
業
の
両
親
が
い
る
私
の
家
庭
に
は

と
て
も
厳
し
い
家
庭
内
の
ル
ー
ル
が
あ
っ

た
。「
夜
9
時
に
は
布
団
に
入
る
こ
と
」、「
勉

強
し
た
時
間
の
半
分
だ
け
テ
レ
ビ
を
観
て
も

良
い
」な
ど
の
独
自
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。
年

齢
に
よ
っ
て
ル
ー
ル
の
変
化
は
あ
る
も
の
の
、

高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
間
、
親
か
ら
の
厳

し
い
教
育
は
続
い
た
。
大
学
に
進
学
す
る
と

同
時
に
親
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
少
し
は
気
が

楽
に
な
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

学
生
時
代
の
夏
休
み
に
帰
省
し
た
時
の
こ

と
だ
っ
た
。「
と
に
か
く
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
や
っ
て
み
な
さ
い
」そ
う
言
っ
た
の

は
父
親
だ
っ
た
。
私
に
と
っ
て
そ
の
言
葉
は

衝
撃
的
な
も
の
だ
っ
た
。
自
営
業
と
言
え
ば

後
継
者
問
題
が
あ
り
、
私
の
頭
の
中
に
も
当

然
の
よ
う
に
そ
の
意
識
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
後
、
何
か
か
ら
解
放
さ

れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

学
生
時
代
の
大
半
を
園
田
ゼ
ミ
で
過
ご

し
た
私
は
、
園
田
教
授
か
ら
起
業
に
関
し
て

る
か
な
い
か
で
、
左
右
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

社
会
に
出
て
も
前
向
き
に
好
奇
心
を
持
っ
て

取
り
組
む
か
ど
う
か
で
、
新
し
い
分
野
や
自

分
の
範
疇
外
で
活
躍
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
め
ま
す
。

大
学
時
代
に
経
験
で
き
る
こ
と
は
、
か
け

が
え
の
な
い
財
産
と
な
り
ま
す
。
何
事
に
も

恐
れ
ず
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
で
す
。
私
の
学
生

時
代
は
本
当
に
楽
し
く
て
4
年
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
が
、
社
会
人
も
ま
た

違
う
楽
し
さ
が
た
く
さ
ん
待
っ
て
い
ま
す
！

後
悔
の
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
枠
を
自
分
で

作
ら
な
い
よ
う
に
意
識
し
て
、
学
生
時
代
を

過
ご
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

徹
底
的
に
教
え
込
ま
れ
、
多
く
の
影
響
を
受

け
て
い
た
。
父
親
か
ら
の
言
葉
は
、
私
の
起

業
家
精
神
を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
た
。
ハ
ン

ボ
ル
ト
大
学
へ
の
短
期
留
学
を
決
意
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
そ
の
頃
だ
っ
た
。
何
で
も

や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

大
学
卒
業
後
は
、
不
動
産
の
管
理
会
社
、

不
動
産
の
売
買
仲
介
会
社
を
経
て
、
34
歳
で

起
業
し
た
。
今
私
が
経
営
し
て
い
る
の
は
パ

ン
屋
で
な
く
、
不
動
産
の
賃
貸
管
理
を
す
る

会
社
で
あ
る
。
両
親
は
応
援
し
て
く
れ
て
い

る
。
今
年
中
に
共
同
事
業
も
立
ち
上
げ
る
予

定
だ
。

行
動
し
て
初
め
て
実
感
で
き
た
こ
と
が
あ

る
。〝
や
っ
て
良
か
っ
た
〞と
心
か
ら
感
じ
ら

れ
た
こ
と
だ
。だ
か
ら
、こ
れ
か
ら
は
と
に
か

く
〝
今
直
ぐ
に
で
も
行
動
し
よ
う
〞と
思
う
。

I   n t e r v i e w

1

2

Interview

Interview

2
0
0
6
年
度
　
商
学
部
卒
業

倉
茂
ゼ
ミ
、ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
　

ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
勤
務

澤
地 

春
奈

2
0
0
4
年
度
　
商
学
部
経
営
学
科
卒
業

園
田
ゼ
ミ

合
同
会
社
B
r
i
a
代
表

橋
本 

賢
介

［インタビュー］

前向きに、好奇心を持ちながら
業務に携わる

機会を逃さない、持前の行動
力で成功に導く



2016/9  Vol.59 18

中
国
中
央
財
経
大
学
と
の

共
同
研
究
20
周
年
記
念
式
典

アジア研究
 交流センター

Asia Research
Communication Center

本
学
が
中
央
財
経
大
学
と
共
同
研
究
を
開
始
し
て

20
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、

北
京
市
の
中
央
財
経
大
学
で
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、

藤
井
耐
理
事
長
、新
津
重
幸
教
授
、高
田
大
安
教
授
、大
島
久
幸
教
授
、

千
葉
吉
明
教
育
研
究
事
務
部
長
の
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

6
月
30
日
（
木
）、
中
央
財
経
大
学
商

学
院
大
学
院
教
室
に
て
、李
俊
生
副
学
長

の
進
行
に
よ
り
共
同
研
究
20
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
、
王
廣
謙
学
長
、
藤
井

耐
理
事
長
か
ら
の
挨
拶
、学
術
交
流
議
定

書
と
学
術
交
流
覚
書
（
2
0
1
6
年
〜

2
0
1
8
年
）へ
の
署
名
と
交
換
、
20
周

年
記
念
品
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、王
瑞
華
商
学
院
長
の
司
会
に

よ
り
共
同
研
究
発
表
会
が
行
わ
れ
、本
学

の
研
究
発
表
と
し
て
、①
新
津
教
授
か
ら

「
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
命

題
」、
②
高
田
教
授
か
ら
「
金
融
機
関
の

信
用
リ
ス
ク
管
理
か
ら
み
た
同
族
企
業

の
経
営
問
題
」、
③
大
島
教
授
か
ら
「
老
舗

に
見
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
」に
つ
い

て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
は
、
中
央
財

経
大
学
の
学
部
が
沙
河
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移

動
し
た
の
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
と
新
築

さ
れ
た
図
書
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

翌
7
月
1
日
（
金
）、
企
業
訪
問
で
悦
康

薬
品
集
団
有
限
公
司
（
創
業
1
9
9
8
年
、

売
上
高
1
，0
0
0
億
円
）を
訪
問
し
て
、

干
聖
臣
社
長
と
関
係
者
か
ら
、
企
業
概
要
、

企
業
理
念
等
の
創
業
者
企
業
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
李
俊
生
副
学
長
と
の
会
合
に

て
、
11
月
末
に
李
俊
生
副
学
長
の
来
日
と
、

共
同
研
究
テ
ー
マ
を
「
日
中
の
同
族
企
業

の
研
究
」2
0
1
6
年
〜
2
0
1
8
年
と

す
る
こ
と
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

中央財経大学商学院MBA教室にて共同研究20周年記念式典

ア
ジ
ア
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　

高
千
穂
大
学
　
商
学
部
教
授
　
　

佐
藤 

孝
一

記
念
式
典
へ
の
参
加
と

研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た

アジア研究
交流センターについて

1997年創設。アジア諸国に
おける社会科学、自然科学等
の各分野に関する、学術研究
交流を通じて、アジア諸国と
の交流を促進し、本学におけ
る研究、教育向上とアジア諸
国の発展に寄与することを
目的としている。
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ジ
ュ
ー
ス
で
食
後
に
飲
む
と
と
て
も
さ
わ
や

か
な
味
わ
い
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
経
営
学
部 

起
業
・
事
業
承
継
コ
ー
ス
の
2
年

生
が
、
新
潟
県
小
千
谷
市
に
１
泊
2
日
の
実
地

研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
1
日
目
は
お
ぢ
や
震

災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
そ
な
え
館
の
見
学
、
そ
し
て

3
名
の
経
営
者
や
継
承
者
に
よ
る
講
義
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
。
2
日
目
は
新
潟
県
三
条
市
に
本

社
を
置
く
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
総
合
メ
ー
カ
ー
と

し
て
有
名
な
株
式
会
社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
企
業

訪
問
、
そ
し
て
東
京
出
身
で
小
千
谷
市
で
起
業

し
た
女
性
経
営
者
に
よ
る
講
義
を
聞
き
ま
し
た
。

研
修
に
参
加
し
た
原
田
真
実
さ
ん
は
、「『
信
頼
』

『
責
任
』『
目
標
』こ
の
3
つ
が
将
来
起
業
す
る
上

で
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
た
」と
レ
ポ
ー
ト
で

ふ
り
か
え
り
ま
し
た
。

杉
並
区
が
区
政
に
対
す
る
区
民
の
意
見
を

幅
広
く
聴
き
、
今
後
の
区
政
運
営
の
参
考
と

す
る
た
め
、
若
者
世
代
を
中
心
と
し
た
対
話
集

会
「
区
長
と
話
そ
う
、
聞
い
て
み
よ
う 

す
ぎ
な

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
高
千
穂
大
学
で
開
催
。
当

日
は
経
営
学
部 
起
業
・
事
業
承
継
コ
ー
ス
の
学

生
30
名
が
田
中
区
長
に
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
行

い
ま
し
た
。

父
母
の
会
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
郷
土

企
画
を
実
施
。
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
と
て
も
濃
い
味
の
す
る
り
ん
ご

 高千
穂の今が分かる

TAKACHIHO

News & Information 

6月 30日7月 15日

表紙の人

すぎなミーティングでは、学生と田中区長が熱い議論
を交わしました

学生の提案に質問をする
田中区長

（H28.09.30時点ま
での建設進行状況
及びH28.7 中旬～
9月上旬までの進
行予定。）

（写真左）

（写真中）

（写真奥）

商学部　金融コース　2年
東京都立府中高等学校出身
楠美ゼミ、ゼミナール連合本部、美術部

進藤 まどか

人間科学部　人間科学専攻　4年
神奈川県私立湘南学院高等学校出身
齋藤ゼミ、ゼミナール連合本部、軽音楽研究会

入野 聡子

経営学部　企業経営コース　3年
東京都立紅葉川高等学校出身
竹内慶司ゼミ、学友会本部、ゼミナール連合本部

高橋 世奈

経
営
学
部 

起
業
・
事
業
承
継
コ
ー
ス
が

実
地
研
修
を
行
い
ま
し
た

杉
並
区
・
田
中
区
長
と
学
生
が

〝
す
ぎ
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〞
を
開
催

父
母
の
会
が
郷
土
企
画
を
実
施

●編集長 浅見 雅郁
●委　員 坂田 利康
 西原 正人

卒業後に先生や後輩の活動や
クラブ・サークルの様子を知りたい！方は、
大学の公式アカウントまでアクセス！
大学の最新情報が分かります。

高千穂大学ソーシャルメディア
公式アカウント［クォータリー 高千穂］ 

●編集・印刷 orange corporation

リ
オ
五
輪
で
は
日
本
人
選
手
が

大
活
躍
し
、
41
個
の
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
。
大
会
別
の
メ
ダ
ル

数
は
史
上
最
多
を
更
新
し
た
。
日
本
の
お
家

芸
と
言
え
る
レ
ス
リ
ン
グ
、
柔
道
等
が
活
躍
し
、

ま
た
今
ま
で
海
外
勢
が
強
い
種
目
で
あ
る
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
テ
ニ
ス
等
で
結
果
が
表

れ
、私
た
ち
に
興
奮
や
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。

　
大
学
は
秋
学
期
が
始
ま
っ
た
。
ゼ
ミ
は
研

究
成
果
を
披
露
す
る
発
表
会
、
学
友
会
は
学

園
祭
、
そ
し
て
部
活
は
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
し

た
。
今
年
は
ど
ん
な
発
表
が
聞
け
、
ど
ん
な

体
験
が
で
き
、
そ
し
て
ど
ん
な
結
果
を
残
し

て
く
れ
る
の
か
、
非
常
に
楽
し
み
。
五
輪
の

よ
う
に
、
興
奮
と
感
動
を
も
た
ら
し
て
も
ら

い
た
い
。

編集
後記

Vol.59  2016/9  Autumn  

アリーナ棟建設レポート

クォータリー高千穂設置場所：図書館
（1階）、3号館（1階）、4号館（1・2階）、情
報メディアセンター、CS（1・2・3・4階）

8月7 -8日

内装や設備工事が佳境に入っています。１号館と同
じ趣きの遮光ルーバーが取付けられ、外部足場が払
われ周囲からも外観の全貌が臨めます。12月に一度
工事を終え、現７号館解体後に残り部分の工事に取
りかかります。



井の頭線
（5分）

京王線
（8分）

井の頭線（10分）

のりかえ

井の頭線（13分）

徒歩
（7分）

高
千
穂
大
学

西永福 明大前

吉祥寺

新宿

渋谷

●中央線

●山手線　●埼京線
●中央線　●総武線
●地下鉄丸ノ内線

●山手線
●東急田園都市線
●東横線
●地下鉄銀座線
●地下鉄半蔵門線

■山手線・新宿駅または渋谷駅から西永福駅（井の頭線）まで13分   （新宿駅からの場合は、明大前のりかえ）
■中央線・吉祥寺駅から西永福駅（井の頭線）まで10分
■西永福駅から本学まで徒歩7分

ACCESS

9号館

4号館

1号館
守衛所

5号館

2号館

8号館

弓道場

7号館

3号館

学風の碑

幼稚園舎

勧学の碑

セントラルスクエア

武道場
（杉並区指定有形文化財）

正門

MAP

新体育館・7号館
建設中

本学は、平成5年（1993）に大学基準協会の正会員となり、平成
15年（2003）に相互評価を受け適合、さらに平成22年（2010）
に全大学に対し義務付けられている認証評価を受審いたしました。
その結果、本学は、理念・目的の実現に向けた改善・改革の努力を
実践し、大学としてふさわしい教育・研究の要件を備えている大学
として、同協会の大学基準に適合していることを認定されました。
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